
2015.07.29 出雲市立荘原小学校

学校にテレビが来た日
テレビは、日常生活になくてはならない必

需品です。各家庭に１台は当たり前で、今や１部屋に１台と言われるほど、浸透してい

る家電製品です。本校にテレビが導入されたのはいつの頃だったのでしょうか。

荘原小学校に初めてテレビがやって来たのは、昭和３４年１月１６日、荘原小学校Ｐ

ＴＡ創立１０周年記念式典の日です。１７インチの白黒テレビ１台が、荘原小学校ＰＴ

Ａから学校へ贈呈されました。山陰地方のテレビ放送開始は、昭和３４年３月。その放

送開始に合わせて、学校でテレビを利用した学習を実施し、放送教育の充実によって児

童の教育の効果をさらに高めようとテレビが寄贈されたのです。

テレビ購入に必要な経費は、昭和３３年度中に２回（９月と１２月）にわたって「テ

レビ基金映画会」がＰＴＡ主催で開催され、その鑑賞費をもってテレビ購入にあてられ

たようです。

当時５年生だった村上良子さんは、次のように日記に綴っていらっしゃいます。

記録（「荘原の教育」第２０号）によれば、児童が初めて視聴したテレビ番組は、

３月３日、２年生が番組「おとぎのへや」で「八郎」のお話を、６年生が番組「テレビ

の旅」で「甲府盆地」を学習したことが

荘原地区におけるテレビ普及状況 記録として残っています。

区 分 台数（台） 普及率（％） また、テレビの電波受信は、松江放送

昭和３４年末 ６６ ５．７ 局の放送開始が８月ですので、３月放送

昭和３５年末 ２０６ １７．６ 開始の鳥取局からの電波を受信していた

昭和３６年末 ４１４ ３５．４ ようです。

昭和３７年４月末 ５４１ ４６．３ 山陰地方のテレビ放送開始と共に、テ

【「荘原の教育」第３５号昭和３７年７月１５日から】 レビを学習に取り入れた学校は、どれだ

日本でテレビ放送開始 昭和２８年２月 けあったでしょうか。いずれにせよ、先

山陰地方でテレビ放送 昭和３４年３月 進的な取組であったと思われます。

校舎の屋根にそびえるテレビアンテナは、当時の子ども達に新たな夢を届ける希望の塔

であったことと思います。それを実現したＰＴＡの先見性と力強さに感服させられます。

ようこそ！
本校の先輩達本校の先輩達

「テレビ」 五年 村上 良子

きょう 学校で初めてテレビを見た。 みんな目を丸くして見た。

わたしも 目を丸くして見た。 学校に一つしかないテレビを

一年生から六年生まで見るので そう多くは見られない

校長先生は朝礼で 少なくとも 六台はなければ勉強はできない

とおっしゃった。 一台のテレビ でも テレビを買われて

よかったなぁと思った。 （「荘原の教育」第２０号から）


